
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　意見文の題材を、自分の誕生日の新聞にしたことにより、積極的に活動することができ、発表会での意見交流など、授業に活気が出た。また交流することで、多くの生徒が自分の生まれた頃の社会の様子をとらえることができた。　課題は、誕生日の新聞の準備と考える。本校は生徒数が少ないので、町の図書館から新聞縮刷版を借り、コピーして配布することができた。
	TextField2: 　生徒の関心は新聞記事だけでなく、新聞広告やテレビ欄など、当時の世相を反映したものに多く向けられ、興味をもって取り組んでいた。
	TextField2: ①北海道新聞社「読者が選ぶ今年の十大ニュース」に応募し、1年間のニュースを振り返る。（12月・1時間）②自分が誕生した日の新聞を読み、友だちと交流し合う。（0.5時間）③誕生した日の新聞記事の中から、興味をもった記事に付箋を貼り付けていく。（0.5時間）　※記事にこだわらず、新聞広告、テレビ欄にも付けていく。④興味をもった記事を選び、意見文を書く。（１時間）⑤発表会を開く。（１時間）・卒業式を前にして、最後の公民科の単元として行った。導入段階として、北海道新聞社「読者が選ぶ今年の十大ニュース」応募で、身近なニュースに関心を向けさせた。・新聞は縮刷版をコピーして用意した。
	TextField2: 学級活動で１時間中学社会公民（教育出版）発展教材として３時間　　　　　　合計４時間
	TextField2: ・新聞記事から、意見文の題材を選び、読んでわかったことや考えたことを明確に表現することができたか。・生まれた頃の社会の様子をつかみ、現代社会の特色に気付くことができたか。
	TextField2: 　広い視野に立って、社会に対する関心を高め、資料に基づいて多面的・多角的に考察し、公民的資質の基礎を養う。
	TextField2: 社会を知る・社会を見る
	TextField2: 社会・公民科　　17名
	TextField2: ３学年
	TextField2: 大島恵一
	TextField2: 由仁町立三川中学校
	TextField1: お誕生日新聞



